
交通安全を呼びかけに、かわいい一日警察署長が来庁しました
� －４月６日（水）利根町役場－

（詳細については、21 ページをご覧ください）

◎主な内容
・利根町農業委員および農地利用最適化推進委員が
　決定されました！��������������� 12Ｐ
・町の話題�����������������20～21Ｐ

・平成28年度利根町長施政方針� ������５～８Ｐ
・平成28年度および平成29年度の後期高齢者
　医療保険料率が決まりました�������� 10Ｐ
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傍
聴
席

傍
聴
席

傍
聴
席

　

平
成
28
年
第
１
回
利
根
町
議

会
定
例
会
が
、
３
月
１
日（
火
）

か
ら
14
日（
月
）
ま
で
、
通
算

14
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
28

年
度
利
根
町
一
般
会
計
や
各
特

別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
や
改
正
、
平
成
27
年
度

補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
、

重
要
案
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
８

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
学
力
向

上
へ
の
取
り
組
み
方
や
防
犯
対

策
、
旧
布
川
小
学
校
の
樹
木
管

理
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
、
高
齢
者
の
支
援
強
化
、
子

育
て
支
援
課
の
事
務
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
の
充
実
、

利
根
町
総
合
戦
略
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
詳
し
く
は
『
利
根

町
議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

平
成
28
年
度
予
算

　

一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各
特

別
会
計
予
算
は
、
共
に
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
一

般
会
計
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
３
・
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

条
例
の
制
定
、
改
正
な
ど

主
な
も
の

利
根
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例

の
制
定

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改

正
に
伴
い
、
審
査
請
求
の
裁
決

に
お
け
る
判
断
の
適
否
を
審
査

す
る
附
属
機
関
と
し
て
、
利
根

町
行
政
不
服
審
査
会
が
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
行
政
不
服
審
査
法
の
規

定
に
よ
る
提
出
資
料
等
の
写
し

等
の
交
付
に
係
る
手
数
料
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改

正
に
伴
い
、
提
出
書
類
お
よ
び

提
出
資
料
の
写
し
な
ど
の
交
付

に
係
る
手
数
料
の
額
な
ど
が
定

△

施
政
方
針
を
演
説
す
る
遠
山
町
長

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
　

利
根
町
行
政
不
服
審
査
会
の

設
置
に
伴
う
審
査
会
委
員
の
報

酬
額
や
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

自
立
を
支
援
す
る
適
応
指
導
教

室
指
導
員
、
児
童
生
徒
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
改
善
に

向
け
て
支
援
を
行
う
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、ま
た
、

移
住
相
談
等
の
窓
口
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
報
酬
額
な
ど
が
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

利
根
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に
よ
り
、

国
に
準
じ
て
職
員
の
給
料
月

額
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
、
町

長
・
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支

給
率
な
ど
の
関
係
規
定
の
一
部

が
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
職
責
に

応
じ
た
役
割
や
職
務
内
容
を
明

確
に
す
る
た
め
、
行
政
職
の
級

別
職
務
分
類
表
の
一
部
が
改
め

ら
れ
る
な
ど
改
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

利
根
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用

い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
の

一
部
が
改
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用

い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
住
民
票
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
を
交
付
す
る
際
の
手

数
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
必
要

な
規
定
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。

利
根
町
農
業
委
員
会
委
員
に

薄う
す

井い　

近き
ん

一い
ち　

氏

宮み
や

本も
と　

忠た
だ

夫お　

氏

菊き
く

地ち　

一い
ち

郎ろ
う　

氏

杉す
ぎ

野の　

壽と
し

一か
ず　

氏

古ふ
る

谷や　

正ま
さ

昭あ
き　

氏

髙た
か

橋は
し　

和か
ず

子こ　

氏

小お

倉ぐ
ら

美み

代よ

子こ　

氏

髙た
か

須す　

久ひ
さ

雄お　

氏
を
任
命

　

こ
の
件
は
、
利
根
町
農
業
委

員
会
委
員
に
８
名
の
方
を
任
命

し
た
い
の
で
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
議
会
に
同
意
を

求
め
た
結
果
、
承
認
さ
れ
た
も

の
で
す
。

利
根
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
伊い

藤と
う　

壽ひ
さ
し

氏
を
選

任
　

こ
の
件
は
、
利
根
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

伊
藤　

壽
氏
を
選
任
し
た
い
の

で
議
会
に
同
意
を
求
め
た
結

果
、
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
億

７
０
７
１
万
５
０
０
０
円
が
追

加
さ
れ
、
総
額
が
69
億
３
４
７

３
万
５
０
０
０
円
に
補
正
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
１
３
７
４
万
６
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
が
28
億

５
９
６
３
万
円
に
、
ま
た
、
直

営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
77
万
６
０
０
０
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
が
１
億
２

６
０
６
万
９
０
０
０
円
に
補
正

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
２
４
０
万
円
が

減
額
さ
れ
、
総
額
が

２
億
６
６
２
４
万
６

０
０
０
円
に
補
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
９
６
８
万
４
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、

総
額
が
13
億
９
７
８

０
万
９
０
０
０
円
に

補
正
さ
れ
た
も
の
で

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
３
０
９
万
４
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、

総
額
が
３
億
４
３
０

６
万
６
０
０
０
円
に

補
正
さ
れ
た
も
の
で

す
。

◇町民１人あたりに使われるお金は、約３２７，０００円です◇

○障害者・高齢者の福祉や医療、
　子育て支援など（民生費）�…106,600円

○広報活動、財産管理、税徴収、戸籍、
　選挙など（総務費）� …50,900円

○健康の推進やごみ処理など（衛生費）
� …29,000円

○学校教育、生涯学習など（教育費）
� …43,200円

○商工の振興など（商工費）� … 1,500円

※　町民１人あたりに使われるお金は、一般会計予算の歳出をサービスの目的で分類した「目的別経費」
を平成２８年1月1日現在の住民基本台帳人口（１６，９７７人）で割った額です。

○借入金の返済など（公債費）�…21,800円

○道路や公園の維持・整備など（土木費）
…30,700円

○消防活動や防災体制など（消防費）
…21,000円

○農業の振興など（農林水産業費）
…16,600円

○議会活動など（議会費）� … 5,400円

○その他� … 300円

　一般会計の予算規模は、５５億５, ５４８万５, ０００円で、前年度当初予算額より８億８, ５３２万４, ０００
円の減（前年度比△１３. ７％）となりました。
　減となった主な要因は、利根中学校・布川小学校大規模改造工事や各小中学校の空調設備工事・屋内運動場
等の天井落下防止工事の終了によるものです。
　歳入では、納税者の減少による個人町民税の減収および固定資産税の地価公示価格の下落などによって、町
税全体で約６８０万円の減収を見込む厳しい状況となりました。このため、財政調整基金や特定目的基金から
の繰入金、また、臨時財政対策債などの町債より財源の確保を図りました。

◆一 般会計予算の概要

【歳　入】 【歳　出】

地方交付税
29.9％ 

人件費
23.6％

補助費等
15.0％

扶助費
16.9％ 

物件費
15.7％ 

繰出金
10.8％ 

普通建設
事業、維持
補修費 10.9%

その他（積立金、予備費）
0.3%

公債費
6.8％ 

町税
23.0％

町債
8.1％

国県支出金
16.3％

繰入金
11.0％

地方譲与税、
各種交付金
6.5%

負担金、使用料、手数料など　3.4%
繰越金　1.8%
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～利根町の予算を１カ月の家計簿に例えると～
　一般会計予算と多少は異なりますが、約１万分の１にして、一般の家庭の１カ月の家計簿に置き換えて
みました。
　歳出は「目的別経費」と「性質別経費」に分けて見ることができますが、「性質別経費」に分類し説明します。

【 歳 入 】　
一般会計予算（１年間の収入） 家計簿（１カ月の収入）

町税
　12 億 7,565 万 1,000 円

町民税、固定資産税など町民の皆さんが納め
る税金です。 給与 127,565円

負担金、使用料・手数料など
　１億 8,827 万 3,000 円

保育料、施設等の使用料、各種証明の手数料
などです。 パート収入 18,827 円

地方交付税
　16 億 6,000 万円

市町村ごとの税収の格差を是正し、一定の
サービスが受けられるように国から交付され
るお金です。

親からの仕送り 292,801円国県支出金
　９億 826 万 1,000 円

国や県から、事業目的に応じて交付されるお
金です。

地方譲与税、各種交付金
　３億 5,975 万円

国や県へ納めた税金が、各基準により配分さ
れるお金です。

繰入金
　６億 1,135 万円

財政調整基金など各種基金から取り崩したお
金です。 預金の取り崩し 61,135 円

町　債
　４億 5,220 万円

事業を行うためや、町税等の減収により国や
銀行から借り入れるお金です。 銀行などからの借入 45,220 円

繰越金
　１億円

前年度の決算で生じた余剰金を、今年度の歳
入に入れるお金です。 先月からの繰り越し 10,000 円

合計� 55 億 5,548 万 5,000 円 合　　　計 555,548円

【 歳 出 】
一般会計予算（１年間の支出） 家計簿（１カ月の支出）

人件費� 13 億 915 万 1,000 円 町長、議員の報酬や職員の給料などです。 食費、衣類 130,915円
物件費

８億 7,069 万 5,000 円
光熱水費、消耗品費、通信運搬費、委託料な
どです。

上下水道料、電気料、
雑費 87,070 円

維持補修費� 6,334 万 4,000 円 公共施設（道路、学校、庁舎等）の修繕費です。家や電気製品の修繕 6,334 円
扶助費
� ９億 4,002 万 6,000 円

障害者・高齢者の福祉や医療の給付費などで
す。 医療費、保険料 94,003 円

補助費等
� ８億 3,683 万 3,000 円

事業・団体運営への補助金や消防、塵芥処理
組合など一部事務組合に対する負担金です。 教育費、会費 83,683 円

普通建設事業費
� ５億 4,738 万 3,000 円

公共施設（道路、学校、庁舎等）の建設や改
修費です。

家の増改築、電化製
品の購入 54,738 円

公債費� ３億 7,547 万円 過去に借り入れた借金の返済費です。 ローンの返済 37,547 円
積立金
� 30 万 4,000 円

財政調整基金など各種基金の定期預金による
利息の積立です。 預金利息の積立 30 円

貸付金、投資及び出資金
� 1,184 万 9,000 円

財団法人等への出資や住民の福祉増進を図る
ため貸し付けを行う経費です。 友人へ貸したお金 1,185 円

繰出金
� ５億 9,543 万円

国民健康保険や介護保険などの特別会計へ支
出する経費です。 子どもへの仕送り 59,543 円

予備費� 500 万円 緊急に必要とする場合のための経費です。 家に備えの現金 500 円
合計� 55 億 5,548 万 5,000 円 合　　　計 555,548円
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誰もが安心して豊かに生活できる
元気なまちづくり

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
28
年
第

１
回
利
根
町
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
予
算
を

始
め
と
す
る
重
要
案
件
の
ご
審

議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、

町
政
に
対
す
る
私
の
基
本
方
針

と
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
と
町
民
の
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
、
町
制
施
行
60
周
年

記
念
事
業
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
昨
年
２
月
15
日
の
駅
伝
大

会
を
皮
切
り
に
、
５
月
は
町
民

運
動
会
、
８
月
は
納
涼
花
火
大

会
、
秋
の
時
期
は
、
な
ん
で
も

鑑
定
団
や
地
場
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
記
念
式
典
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
ご
協
力

に
よ
り
盛
大
か
つ
円
滑
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
、
あ
と
残
す

と
こ
ろ
１
カ
月
と
な
り
、
住
民

団
体
の
皆
さ
ま
に
よ
る
協
賛
事

業
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち

ま
し
て
、議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

長
い
期
間
、
何
か
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
町
主
催
の
記
念
事

業
が
順
調
か
つ
盛
会
の
う
ち
に

完
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
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施
政
方
針

は
じ
め
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
景
気
や
雇
用

情
勢
に
触
れ
ま
す
と
、
内
閣
府

が
先
週
発
表
し
た
２
月
の
景
気

判
断
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年

10
月
以
降
、
引
き
続
き
「
景
気

は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
さ

も
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
」
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
海
外
経
済
の
弱

さ
の
関
係
で
国
内
景
気
が
下
押

し
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

る
も
、
各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
に
向

か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
の

見
方
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、雇
用
面
を
見
ま
す
と
、

本
年
１
月
に
総
務
省
が
発
表
し

た
昨
年
12
月
の
全
国
の
完
全
失

業
率
は
、前
月
と
横
ば
い
の
３
・

３
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、 

厚
生

労
働
省
が
同
日
発
表
し
た
有
効

求
人
倍
率
は
１
・
27
倍
と
０
・

02
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
24
年
ぶ

り
の
高
水
準
、
求
人
が
大
き
く

伸
び
た
こ
と
で
「
雇
用
情
勢
は

着
実
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
」

と
の
見
方
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
国
会

で
は
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂

２
０
１
５
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１

５
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
て
緊
急
に
実
施
す
べ
き

対
策
な
ど
を
踏
ま
え
た
平
成
27

年
度
の
補
正
予
算
が
成
立
し
、

現
在
で
す
が
、
約
97
兆
円
規
模

と
な
る
平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
大
震
災
の

風
評
被
害
の
払
拭
な
ど
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
防
災
体
制
強
化
、
人
口

減
少
対
策
、
女
性
躍
進
施
策
な

ど
に
重
点
を
お
い
た
一
般
会
計
、

約
１
兆
１
２
０
８
億
円
の
新
年

度
予
算
案
が
、
先
週
２
月
26
日

に
県
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
最
初
に
、
平
成

28
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
、

そ
の
後
、
予
算
に
組
み
入
れ
た

主
要
事
業
に
つ
い
て
新
規
事
業

を
中
心
に
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度
予
算
概
要

　

始
め
に
、
平
成
28
年
度
の
当

初
予
算
の
概
要
で
す
が
、
平
成

28
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
「
第
４
次
利
根
町
総

合
振
興
計
画
第
４
期
基
本
計
画
」

に
掲
げ
た
目
標
を
着
実
に
達
成

で
き
る
よ
う
、
ま
た
「
利
根
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
る
目
標
の
達

成
に
向
け
、
全
庁
を
挙
げ
て
、

編
成
作
業
に
当
た
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
の
予
算
規

模
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
55
億
５

５
４
８
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
小

中
学
校
の
大
規
模
改
修
関
連
経

費
の
歳
出
減
が
大
き
な
要
因
で
、

８
億
８
５
３
２
万
４
０
０
０
円

の
減
と
な
り
、
率
に
し
ま
す
と

13
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
特
に
増
減

額
が
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、 

地
方

消
費
税
交
付
金
で
す
が
、
対
前

年
比
１
７
０
０
万
円
の
増
で
、

２
億
３
７
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
次
に
、
地
方
交
付
税
が
、

対
前
年
比
２
０
０
０
万
円
増
の

16
億
６
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
庫
支
出
金
で
す
が

１
億
８
０
５
０
万
７
０
０
０
円

の
減
で
５
億
６
１
９
２
万
円
、

続
い
て
、
繰
入
金
が
３
３
４
４

万
２
０
０
０
円
の
減
で
、
６
億

１
１
３
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
債
に
つ
き
ま
し
て

は
、
６
億
９
３
２
０
万
円
の
減

と
な
り
、
４
億
５
２
２
０
万
円

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
歳
出
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
主
な
も
の
を
目
的

別
に
、
ま
た
構
成
割
合
が
高
い

順
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、



平成 28 年５月（№ 626） ６

民
生
費
で
す
が
、
予
算
額
は
18

億
１
０
０
６
万
６
０
０
０
円
で
、

全
体
の
32
・
６
％
を
占
め
ま
す
。

　

次
に
、
総
務
費
が
８
億
６
４

９
１
万
９
０
０
０
円
で
全
体
の

15
・
６
％
、
次
い
で
教
育
費
が

７
億
３
４
２
４
万
円
で
13
・
２

％
、
以
下
、
土
木
費
、
衛
生
費
、

公
債
費
の
順
と
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
性
質
別
で
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ

た
義
務
的
経
費
が
26
億
２
４
６

４
万
７
０
０
０
円
で
、
全
体
の

47
・
２
％
を
占
め
、
次
い
で
、

物
件
費
が
８
億
７
０
６
９
万
５

０
０
０
円
で
、
全
体
の
15
・
７

％
、
以
下
、
補
助
費
等
、
繰
出

金
、
普
通
建
設
事
業
費
、
維
持

補
修
費
な
ど
の
順
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
平
成
28
年
度

の
特
別
会
計
当
初
予
算
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ

の
特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、

48
億
５
１
４
６
万
７
０
０
０
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、
全
体
で
１
４
１
万
４
０

０
０
円
の
増
と
な
り
、
率
に
し

ま
す
と
１
・
0.7
％
の
伸
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
主
要
施
策

　

続
き
ま
し
て
、
こ
う
し
た
予

算
を
基
に
、
来
年
度
取
り
組
む

事
業
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
を

中
心
に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
社
会
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、

児
童
福
祉
関
係
、
高
齢
者
福
祉

関
係
】

　

始
め
に
、福
祉
関
連
で
す
が
、

ま
ず
、
社
会
福
祉
関
係
で
は
、

来
年
度
も
臨
時
福
祉
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
従
来
の
簡
素
な
給
付
措
置

で
あ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
に
加

え
、
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
の
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
給
付
金
を
支

給
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
障
害
者
福
祉
関
係
で

す
が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
増
加
に
伴
い
給
付
費
を

増
額
す
る
こ
と
で
、
障
害
者
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

続
い
て
、
児
童
福
祉
関
係
で

す
が
、
子
育
て
支
援
課
を
新
設

し
、
引
き
続
き
子
育
て
応
援
手

当
支
給
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
き
、
保
育
園
、
認
定
子

ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
所

に
対
し
、
運
営
費
の
財
政
支
援

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

来
年
度
は
、
新
た
に
病
児
保
育

事
業
補
助
金
を
新
設
し
、
病
児

保
育
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い

る
事
業
所
に
対
し
、
必
要
な
施

設
改
修
費
や
事
業
費
の
財
政
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
対
策
事

業
で
す
が
、
来
年
度
は
文
間
小

学
校
児
童
ク
ラ
ブ
教
室
の
新
築

工
事
を
実
施
し
、
安
心
し
て
子

育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
高
齢
者
福
祉

関
係
で
す
が
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
す
る
中
で
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
（
２
０
２
５
年
）
を
目
途
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
な
ど
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

総
合
事
業
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

町
や
地
域
の
自
主
性
に
応
じ
て

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
が
主
体
的
に
参
画
し

生
活
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
め
る
体
制
づ
く
り
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
両
方

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
根

町
・
取
手
市
・
守
谷
市
の
２
市

１
町
が
取
手
市
医
師
会
と
連
携

し
、
新
た
な
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

【
農
業
振
興
、
農
地
基
盤
整
備
、

商
工
・
消
費
者
行
政
関
係
】

　

続
き
ま
し
て
、
農
業
振
興
関

係
で
す
。

　

当
町
に
新
し
く
で
き
ま
し
た

農
業
法
人
、
株
式
会
社
き
ず
な

農
場
が
、
旧
東
文
間
小
学
校
施

設
と
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を

活
用
し
た
農
業
の
六
次
産
業
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
町
と

し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

が
ん
ば
る
農
業
者
を
応
援
す
る

た
め
、
経
営
拡
大
等
を
計
画
す

る
農
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
当

町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
米
に
つ

い
て
も
、
売
れ
る
米
作
り
を
目

指
す
農
業
者
を
支
援
し
、
品
質

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
地
の
整
備
関
連
で

す
が
、
利
根
北
部
地
区
基
盤
整

備
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
度
の
事
業
に
よ
り
、
農

地
の
面
的
整
備
が
完
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

利
根
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、

計
画
調
査
最
終
年
と
な
り
、
事

業
採
択
に
向
け
た
作
業
に
入
り

ま
す
。

　

続
い
て
、
商
工
関
係
で
は
、

町
内
商
店
街
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
商
工
会
が
実
施
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
行
政
関
係
で

す
が
、
国
・
県
・
関
係
機
関
等

と
協
力
し
て
相
談
体
制
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

【
道
路
等
の
整
備
関
係
】

　

次
に
、
道
路
等
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
道
路
関
係
で
は
、
引

き
続
き
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
、
町
道
１
１
２
号
線

（
大
房
地
区
）、
町
道
１
４
２
７

号
線
（
羽
根
野
台
地
区
）、
道

路
新
設
工
事（
押
付
本
田
地
区
）

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
で
、
町
道
１
０
４
号
線
（
布

川
地
区
）
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
で
す
が
、

長
寿
命
化
対
策
と
し
ま
し
て
、

下
水
道
管
渠
の
布
設
替
工
事
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（
布
川
地
区
の
一
部
）
を
行
う

と
と
も
に
、
昨
年
に
引
続
き
下

水
道
管
渠
更
正
工
事
（
布
川
地

区
の
一
部
）
も
実
施
い
た
し
ま

す
。

【
消
防
・
交
通
・
防
災
関
係
】

　

続
き
ま
し
て
、
消
防
、
交
通
、

防
災
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
、
消
防
関
係
で
は
、
引

き
続
き
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
と
の
連
携
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
消
防
施
設
・

設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

　

次
に
交
通
関
係
で
す
が
、
町

に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
が
、
１
月
19
日
に
連
続

２
３
１
０
日
を
達
成
し
、
県
内

最
長
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

啓
発
活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
記

録
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
関
係
で
す
が
、

水
防
活
動
の
拠
点
と
な
る
水
防

セ
ン
タ
ー
の
建
築
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
災

害
時
の
備
品
と
し
て
飲
料
水
や

ア
ル
フ
ァ
米
、
毛
布
、
簡
易
ト

イ
レ
、
簡
易
間
仕
切
り
、
簡
易

更
衣
室
、
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
照
明
機
な
ど

を
備
蓄
し
、
災
害
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
起
こ
り
得
る
で

あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
と
し
ま
し
て
、

被
災
者
等
を
救
助
す
る
た
め
の

物
資
の
供
給
協
力
や
調
達
な
ど

に
関
し
、
先
月
の
２
月
４
日
に

は
、
株
式
会
社
ラ
ン
ド
ロ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
と
、
ま
た
２
月
10
日

で
す
が
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
、
協
定
内

容
は
異
な
り
ま
す
が
、
災
害
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
こ
と
を
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
、
町
で
は

２
回
、
職
員
に
よ
る
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
７
月

に
は
台
風
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
、
本
年
２
月
に
は
首
都
直

下
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。職
員
に
は
、

迅
速
な
災
害
対
応
技
術
を
習
得

さ
せ
る
な
ど
で
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
町
民
の
方
々
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
来
年
度
は
、
災
害
時

な
ど
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
災
害

情
報
や
避
難
情
報
な
ど
を
素
早

く
伝
え
る
た
め
、
町
内
全
域
に

同
報
系
の
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
伴
う
実
施
設
計
業

務
を
委
託
し
ま
す
。
今
後
も
、

さ
ら
な
る
防
災
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
教
育
・
生
涯
学
習
関
係
】

　

続
き
ま
し
て
、
教
育
関
係
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
育
関
係
で

は
、
将
来
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
心
身
と
も
に
健
全
な

成
長
と
、
社
会
人
と
し
て
の
基

礎
の
確
立
を
図
る
た
め
、
学
習

指
導
要
領
改
訂
を
見
据
え
た
外

国
語
教
育
の
充
実
や
、
教
育
相

談
員
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、
さ

ら
に
は
基
礎
基
本
の
定
着
、
学

力
向
上
の
推
進
、
個
々
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
、
大
学
と
の
交

流
な
ど
と
い
っ
た
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
特
別
支
援
学

級
は
、
布
川
小
学
校
、
文
小
学

校
お
よ
び
利
根
中
学
校
の
３
校

に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、
来

年
度
か
ら
は
、
文
間
小
学
校
に

お
き
ま
し
て
も
開
設
い
た
し
ま

す
。

　

続
い
て
、
生
涯
学
習
関
係
で

す
が
、
利
根
町
公
民
館
に
お
き

ま
し
て
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用

ト
イ
レ
の
取
り
付
け
交
換
工
事

と
、
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
ト
イ

レ
交
換
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
安
心

し
て
来
館
で
き
る
よ
う
に
、
施

設
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

併
せ
て
ト
イ
レ
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
取
り
付
け
、
小
さ
な

お
子
さ
ま
連
れ
の
利
用
者
へ
の

配
慮
も
い
た
し
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
利
根
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、

２
階
ト
イ
レ
の
拡
張
工
事
を
実

施
し
、
施
設
の
利
便
性
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
町
民

運
動
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
来

年
度
も
利
根
中
学
校
で
大
規
模

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度
と
同
様

に
、
５
月
末
に
開
催
す
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
総
務
行
政
一
般
】

　　

続
き
ま
し
て
、
総
務
行
政
一

般
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
初
に
、
住
民
票
と
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
関
係
に
つ
い

て
で
す
が
、
現
在
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
用
い
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
住
民
票
や
印

鑑
登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
る

よ
う
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
お

り
ま
す
。
今
定
例
会
で
も
関
係

議
案
を
提
出
し
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
住
民
の
皆
さ
ま

方
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
総
合
戦
略
関
係
で
す

が
、
策
定
し
た
利
根
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
主
軸
に
、
教
育
環
境
、
健

康
福
祉
、
農
業
の
基
盤
強
化
な

ど
の
施
策
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
力
を
入
れ
、
町
の
魅
力
を
町

内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
、
町
内
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た

め
、
企
画
財
政
課
に
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
を
設
置
す
る

ほ
か
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
の
案
内
や
移
住
相
談
に
対
応

す
る
た
め
「
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

む
す
び

　

以
上
、
平
成
28
年
度
に
お
け

る
主
な
事
業
施
策
の
概
要
等
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
を

目
的
と
し
た
「
利
根
町
総
合
戦

略
」
の
実
行
は
、
利
根
町
総
合

振
興
計
画
の
「
誰
も
が
安
心
し

て
豊
か
に
生
活
で
き
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
並
行
し
、
飛

躍
の
第
一
歩
と
し
て
も
大
変
重

要
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
を
着
実
に
実
行
に
移

し
て
い
く
こ
と
が
、
町
の
さ
ら

な
る
発
展
は
も
と
よ
り
、
ひ
い
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て
は
、
社
会
経
済
発
展
の
一
翼

を
担
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

常
々
「
行
政
は
、
住
民
の

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
組
織
で
あ

り
、
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
後
も
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
な

ど
、
簡
素
化
や
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

議
員
各
位
な
ら
び
に
町
民
の
皆

さ
ま
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
来
年
度
に
向
け
て
の
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

※
以
上
は
、
平
成
28
年
３
月
の

定
例
議
会
の
初
日
に
述
べ
た
遠

山
町
長
の
施
政
方
針
で
す
。
本

文
は
口
述
筆
記
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、実
際
の
表
現
等
に
は
、

若
干
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。

　

利
根
町
内
に
も
、
多
数
の
住

民
自
治
組
織
が
あ
り
ま
す
。
○

○
自
治
会
や
○
○
区
な
ど
、
地

域
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま

す
が
、
自
治
会
や
区
で
は
、 

住

み
や
す
く
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
防

犯 

・
防
災
活
動
や
清
掃
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
転
入
・
転
居

さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
地
元
の
自

治
会
等
に
入
会
し
「
い
ざ
」
と

い
う
時
の
た
め
に
も
、
普
段
か

ら
地
域
の
絆
を
深
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
！

　

こ
う
し
た
団
体
へ
の
加
入

は
、
地
元
の
自
治
会
長
さ
ん
や

区
長
さ
ん
、
ま
た
は
班
長
さ
ん

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
自
助
／
共
助
／
公
助
』
と
い

う
考
え
方
を
簡
単
に
紹
介
！

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
自
動
車
の
所
有
（
割

賦
販
売
契
約
の
場
合
は
使
用

者
）
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
納
期
限
は
５

月
31
日（
火
）
で
す
。

　

５
月
上
旬
ま
で
に
納
税
通
知

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
金
融

機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
県
税

事
務
所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。納
付
で
き
る
場
所
は
、

納
税
通
知
書
裏
面
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
税

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。ま
た
、

「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」
で

の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所

　

収
税
第
一
課

　

茨
城
県
土
浦
市
真
鍋
５
丁
目

　

１
７
番
２
６
号　

℡
０
２
９

　
－

８
２
２

－

７
２
０
５　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
電
話
が
混
み
合
い
、
つ
な
が

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

・
自
助
と
は
、
自
ら
（
家
族
も

含
む
）
の
命
は
自
ら
が
守
る

こ
と
、
ま
た
は
備
え
る
こ
と

・
共
助
と
は
、
近
隣
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
地
域
を
守
る
こ

と
、
ま
た
は
備
え
る
こ
と

・
公
助
と
は
、
町
を
は
じ
め
警

察
・
消
防
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
支
え
る
各
社
に
よ
る
応

急
・
復
旧
対
策
活
動

　

特
に
「
共
助
」
で
は
、
近
隣

の
人
た
ち
が
互
い
に
助
け
合
っ

て
地
域
を
守
る
こ
と
、
ま
た
備

え
る
こ
と
の
大
切
さ
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
は
、
互
い
に
協
力
し
合

い
、
助
け
合
う
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
等
へ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方
へ
の
お
願
い

　

自
治
会
等
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
自
治
会
等
へ
加
入

し
、
普
段
か
ら
地
域
の
絆
を
深

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

地
域

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
ご
自
身

の
た
め
に
も
、
ご
家
族
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課　

秘
書
広
聴
係

（
利
根
町
区
長
会
事
務
局
）

☎
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
０
３
）

平成28年度利根町長施政方針　平成28年度予算概要・主要施策

地元の自治会や
町会、区へ加入
しましょう

 町・県民税を給与から差し引きのみで納める方 ５月１６日（月）
 町・県民税の一部、または全部を個人払いで納める方

６月１０日（金） 町・県民税を年金からの差し引きで納める方
 親族の扶養になられている方

平成28年度の課税証明書（非課税証明書）は、下記の日程から交付予定です。

◎発行・問い合わせ先　役場税務課　℡６８－２２１１（内線２６２）

平成28年度　町・県民税　課税・非課税証明書の発行日について



平成 28 年５月（№ 626）

障 害 の 区 分 身体障害者手帳 戦 傷 病 者 手 帳

視 覚 障 害 1級から4級までの各級

特別項症から第４項症までの各項症聴 覚 障 害 2級および3級

平 衡 機 能 障 害 3級

音 声 機 能 障 害 3級（喉頭摘出による音声機
能障害がある場合に限る）

特別項症から第２項症までの各項症（喉頭摘
出による音声機能障害がある場合に限る）

上 肢 不 自 由 1級および2級 特別項症から第３項症までの各項症

下　肢
不自由

身体障害者が運転する場合 1級から6級までの各級 特別項症から第６項症までの各項症および第
1款症から第3款症までの各款症

生計を一にする方、または常時介
護する方が運転する場合 1級から３級までの各級 特別項症から第３項症までの各項症

体　幹
不自由

身体障害者が運転する場合 1級から３級までの各級およ
び５級

特別項症から第６項症までの各項症および第
1款症から第3款症までの各款症

生計を一にする方、または常時介
護する方が運転する場合 1級から３級までの各級 特別項症から第４項症までの各項症

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能障害

上 肢 機 能 １級および２級

移 動 機 能 １級から６級までの各級
心 臓 機 能 障 害

１級および３級 特別項症から第３項症までの各項症
じ ん 臓 機 能 障 害
呼 吸 器 機 能 障 害
ぼ う こ う ま た は 直 腸 の 機 能 障 害
小 腸 の 機 能 障 害
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

１級から３級までの各級
肝 臓 機 能 障 害
知 的 障 害 者 療育手帳をお持ちの方で重度「A」または「Ⓐ」と記載されている方

精 神 障 害 者 精神障害者保健福祉手帳（通院医療費の公費負担番号が記載されているも
の）をお持ちの方で、障害等級が１級と記載されている方

９

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
し
ま
す

　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し
く
は
使

用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
（
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）。

■
減
免
が
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車
等
の

範
囲

○
障
害
者
の
方
の
利
用
の
た
め
に
改
造

さ
れ
た
軽
自
動
車
等
は
、
利
用
す
る

方
の
障
害
の
程
度
に
よ
ら
ず
減
免
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

○
運
転
免
許
証
（
対
象
車
両
を
運
転
す

る
方
の
も
の
）

○
車
検
の
あ
る
も
の
は
自
動
車
検
査
証

（
軽
二
輪
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車

届
出
済
証
）

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

○
印
鑑

○
障
害
者
の
方
の
利
用
の
た
め
に
改
造

さ
れ
た
も
の
は
写
真
等
構
造
の
わ
か

る
も
の

■
申
請
受
付
期
間

５
月
中
旬
に
町
が
発
行
す
る
軽
自
動

車
納
税
通
知
書
を
受
け
取
ら
れ
て
か

ら
、納
期
限
（
平
成
28
年
５
月
31
日
）

ま
で
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

町
民
税
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
６
２
・
２
６
４
）

※
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

に
つ
い
て
は
、
土
浦
県
税
事
務
所
稲
敷

支
所
（
℡
０
２
９

－

８
９
２

－

６
１
１

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

　

下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区 　分 軽自動車等
の所有者

軽自動車等
の運転者

身
体
障
害
者

18歳以上 本　人 本　人
生計を一に
する方また
は常時介護
する方

18歳未満
本人または
生計を一に
する方

戦 傷 病 者 本　人 本　人

生計を一に
する方また
は常時介護
する方

知 的 障 害 者 本人または
生計を一に
する方精 神 障 害 者

○
対
象
車
両
は
全
て
身
体
障
害
者
等
の

通
学
、
通
院
、
通
所
も
し
く
は
仕
事

の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

○
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
方
が
軽
自

動
車
等
を
運
転
す
る
場
合
は
、
障
害

者
本
人
が
所
有
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

○
自
動
車
検
査
証
、
ま
た
は
軽
自
動
車

届
出
済
証
に
事
業
用
と
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
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　平成 28 年２月 23 日に開催された、平成 28 年第１回茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会において、
平成 28 年度および平成 29 年度の後期高齢者医療保険料率が決定されました。
　後期高齢者医療制度の保険料率は、各都道府県で２年に一度見直しされることとなっています。
　また、後期高齢者医療制度では、公費が約５割、現役世代からの支援金が約４割、被保険者の後期高齢者医
療保険料が約１割を負担することにより、被保険者が受ける医療に係る給付等を行っています。
　被保険者一人当たりの医療給付費については、年々増加傾向にあり、今後も増加が見込まれるところですが、
平成 28・29 年度の保険料率を決定するに当たっては、医療給付費準備基金を活用することにより保険料率の
上昇を抑制したため、平成 26・27 年度から据え置きとなりました。

※収入が公的年金のみの方は、年金収入額から公的年金控除（年金収入額が330万円以下は120万円）
を差し引き、65 歳以上の方は、さらに高齢者特別控除（15 万円）を差し引いて判定します。

①均等割額の軽減
　世帯の所得水準にあわせて、次のとおり均等割額が軽減されます。
　軽減判定所得の基準が見直され、２割・５割の軽減対象が拡大されました。

②所得割額の軽減
　保険料の所得割額を負担している方で、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下（年金収入のみの方は、
その額が 153 万円から 211 万円以下）の場合は、所得割額が５割軽減されます。

③その他の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方は、均等割額が９割軽減
され、所得割額の負担はありません（国民健康保険、国民健康保険組合の加入者であった方は該当しません）。

◎問い合わせ先
保険料の計算について：茨城県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業課　℡０２９－３０９－１２１３　
保険料の納付について：役場保険年金課　後期医療係　℡６８－２２１１（内線２３９）

平成２８年度および平成２９年度の
後期高齢者医療保険料率が決まりました

平成28年度および平成29年度の保険料の軽減について

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 均等割額の
軽減割合

軽減後の
均等割額

３３万円以下の世帯で、被保険者全員が年金収入８０万円
以下の世帯（※その他各種所得がない場合） ９割 ３, ９５０円

３３万円以下の世帯 ８. ５割 ５, ９２５円

３３万円＋「２６．５万円×世帯の被保険者数」以下の世帯
※現行の２６万円から２６．５万円に拡大 ５割 １９, ７５０円

３３万円＋「４８万円×世帯の被保険者数」以下の世帯
※現行の４７万円から４８万円に拡大 ２割 ３１, ６００円

平成２８・２９年度 平成２６・２７年度（参考）

保険料
均等割額 ３９, ５００円 ３９, ５００円

所得割率 ８. ００％ ８．００％
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医療福祉費支給制度(マル福)をご存知ですか？医療福祉費支給制度(マル福)をご存知ですか？
　町では、県マル福制度（所得制限あり）に該当となる妊産婦、小児、ひとり親家庭の母子・父子および重度
の心身障害者の方および町マル福制度（所得制限なし）に該当となる特例小児に対して、医療保険が適用とな
る入院および外来（調剤も含む）診療費を助成しています。
　下記の該当要件に当てはまり、まだ申請をしていない方は、印鑑・健康保険証・本人または保護者名義の銀
行の通帳かキャッシュカード（ゆうちょ銀行以外）を持参の上、役場１階の保険年金課窓口までお越しくださ
い（今年転入された方は、所得を証明できる書類（扶養人数記載のもの）が必要です）。

※　特例小児を除くいずれの対象者も所得制限があります。
※　特別な事情がない限り、申請日からの該当となりますので、お早めに申請を行ってください。
※　県マル福制度の該当者が県外の医療機関等で支払った一部負担金は、領収書を１カ月分まとめて、翌月以降に
保険年金課窓口に支給申請してください。後日、指定の口座に振り込みます。

※　支給申請は、診療から５年以内です。原則として、領収証原本は、お返しいたしません。

 町マル福制度（町単独助成）
　町では、次の医療保険が適用となる入院・外来（調剤も含む）診療費および県マル福制度の該当の方が支払った
自己負担金（入院は小児のみ）を、町単独で助成しています。
１　次の方が支払った一部負担金は、領収書を１カ月分まとめて、翌月以降に保険年金課窓口に支給申請してくだ
さい。後日、指定の口座に振り込みます。
　　①　特例小児の場合、医療機関等で支払った一部負担金
　　②　小児の該当者である中学生の場合、外来受診（調剤も含む）で支払った一部負担金
　　③　県マル福制度の該当者である妊産婦の方が、産婦人科医療機関以外で支払った一部負担金
２　県マル福制度の該当者が、県内の医療機関で支払った外来自己負担金と、入院自己負担金（小児のみ対象）は、
後日、指定の口座に振り込みます。（申請不要）
※ただし、外来自己負担金が同じ医療機関で１カ月に２回までの受診で、ともに６００円未満の場合は、領収書に
よる申請が必要となります。

　県マル福制度の該当者である妊産婦・小児・ひとり親家庭の県内受診分（医療福祉の受給者証を使用し
た場合）の外来自己負担金と、入院自己負担金（小児のみ対象）を、次の日程でご指定の口座に振り込む
予定です。なお、通帳には『ジコフタン○○ガツ』と記帳されます。
※ 振込口座・名義等を変更された場合は、振込予定前月までに保険年金課窓口へ届出願います。
※ 上記該当の方は、外来・入院自己負担分の領収書の提出は不要ですが、捨てずに保管してください。

対象者の区分 要 件 お よ び 期 間
妊 産 婦 母子健康手帳交付日の属する月の初日から出産日の属する月の翌月の末日
小 児
（県マル福制度）

出生の日から１５歳（中学校３年生）に達する日以後の最初の３月３１日まで
※中学生は、入院のみ助成

特 例 小 児
（町マル福制度）

出生の日から中学３年生で県助成が非該当の方（町単独助成）
※中学生の外来診療費も町単独助成

重度心身障害者

１　身体障害者手帳１・２級および３級の内部障害に該当される方
２　療育手帳をお持ちの方で重度「A」または「Ⓐ」に該当される方
３　国民年金等の障害年金が１級に該当される方など
※６５歳以上の方は『後期高齢者医療被保険者』に限る

ひとり親家庭
の母子・父子

子が１８歳になる学年末まで（重度障害の場合および高校在学の場合は２０歳まで）
※小学６年生までの児童は、小児（県マル福制度）が優先となります。

振　込　予　定　日 送　金　対　象　診　療　月
　　　　　　７月２２日（金） ２月診療から　４月診療分まで
　　　　　１０月２８日（金） ５月診療から　７月診療分まで
平成２９年　１月２７日（金） ８月診療から１０月診療分まで
平成２９年　４月２８日（金） １１月診療から平成２９年１月診療分まで

◎問い合わせ先　役場保険年金課　医療福祉係　℡６８－２２１１（内線２３７）

県マル福制度の外来・入院自己負担金の送金予定日
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特
定
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
６
月
７
日（
火
）

～
16
日（
木
）
の
間
、
特
定
健

康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
受
診
対
象
者
〉

●
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
。

※
た
だ
し
、
今
年
度
中
に
町
の

助
成
で
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
を
受
診
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に

町
よ
り
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

〈
受
診
方
法
〉

　

日
程
表
の
受
付
時
間
内
に
受

診
券
、
被
保
険
者
証
、
国
民
健

康
保
険
の
方
は
負
担
金
１
５
０

０
円
、
ま
た
、
追
加
検
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
費
用
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
不
要
で
す
。

〈
健
診
内
容
〉

　

問
診
・
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
・
尿
（
糖
・
た
ん
ぱ
く
）・

血
液
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
糖
・

中
性
脂
肪
・
Ａ
Ｓ
Ｔ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
・

γ

－

Ｇ
Ｔ
）・
眼
底
・
心
電
図
・

貧
血

※
同
日
程
で
結
核
・
肺
が
ん
検

診
、
肝
炎
検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。（
22

ペ
ー
ジ
参
照
）

※
被
用
者
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
、

健
保
組
合
、
共
済
組
合
）
の
被

扶
養
者
の
方
、
お
よ
び
国
保
組

合
の
被
保
険
者
の
方
で
、
受
診

券
に
（
集
合
Ｂ
）
と
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
お
持
ち
の
方
も

受
診
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
加
入
の
保
険
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
日
程
表
〉

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
５
６
）

日程・場所および受付時間
６月７日（火）

利根町公民館 （午前）
午前９時～
10 時 30 分

（午後）
午後１時～
２時 30 分

　　８日（水）
　　９日（木）
10 日（金）

利根町民すこやか交流センター12 日（日）
13 日（月）
14 日（火）文間地区農村集落センター
15 日（水）利根町生涯学習センター
16 日（木）利根町公民館

利根町農業委員および農地利用最適化推進委員が決定されました！
　平成２８年４月～平成３１年３月までの農業委員および農地利用最適化推進委員が決定されました。
　農業委員は、従来どおり農地の売買や賃貸借の解約および農地転用等の審議を行い、農地利用最適化推進委
員は、農地利用の集積・集約化および遊休農地の解消等の業務を行います。
　農地に関するご相談は、利根町農業委員会事務局、または各担当区域の農業委員までご連絡ください。

農地利用最適化推進委員担当地区一覧農業委員担当区域一覧

農業委員会新役員

氏　　名 担当区域 備　　考

宮
みや

　本
もと

　忠
ただ

　夫
お

文 認定農業者

杉
すぎ

　野
の

　壽
とし

　一
かず

文

髙
たか

　橋
はし

　和
かず

　子
こ

布　川

古
ふる

　谷
や

　正
まさ

　昭
あき

布　川 認定農業者

菊
きく

　地
ち

　一
いち

　郎
ろう

文　間 認定農業者

小
お

　倉
ぐら

　美
み

代
よ

子
こ

文　間

薄
うす

　井
い

　近
きん

　一
いち

東文間 認定農業者

髙
たか

　須
す

　久
ひさ

　雄
お

東文間 認定農業者

氏　　名 担当地区

掛
かけ

　足
たり

　俊
しゅん

　一
いち

羽根野、上曽根、下曽根
髙
たか

　野
の

　　　清
きよし

石
いし

　上
がみ

　久
ひさ

　男
お

早尾、大平、横須賀、下井、
押付新田、中田切六

ろっ

本
ぽん

木
ぎ

　　　孝
たかし

杉
すぎ

　山
やま

　正
しょう

　一
いち

押付本田、谷原、上柳宿、
下柳宿、三番割、羽中中

なか

　川
がわ

　　　勇
いさむ

豊
とよ

　嶋
しま

　久
ひさ

　男
お

内宿、浜宿、馬場、中宿、
布川台、八幡台白

しら

　井
い

　弘
こう

　一
いち

杉
すぎ

　山
やま

　博
ひろ

　康
やす

奥山、押戸、大房、立木
（文間全区域）渡

わた

　辺
なべ

　一
いち

　郎
ろう

山
やま

　中
なか

　敏
とし

　雄
お

福木、中谷、立崎、加納新田、
惣新田、東奥山新田野

の

　村
むら

　信
しん

　一
いち

会　　　長 薄　井　近　一

職務代理者 菊　地　一　郎
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利根町農作業標準賃金のお知らせ

利  根  町  の  農  地  賃  借  料  情  報

　平成２８年度の農作業標準賃金が、下記のとおり決定いたしました。この表はあくまで農作業賃金の目安で
すので、実際には当事者の話し合いにより決定してください。

　平成２７年１月から１２月までに農地法、または農地経営基盤強化促進法にて締結（公告）された賃貸借に
おける賃借料水準（１０a当り）は、以下のとおりとなっております。� （平成２８年３月現在）

　　　※  動力機の燃焼代は請負者負担

◎問い合わせ先　利根町農業委員会事務局（役場経済課内）℡６８－２２１１（内線３２３）

農作業臨時雇賃金
作　業　別 賃　　金 備　　考

田　植　補　助 ８，０００円 ８　時　間
稲　刈　補　助 ７，０００円 ８　時　間

動力作業賃金（１０アール当り）
作　　業　　別 種　　　別 賃　　　金

田　耕　起（トラクター） 一番耕起 ４, ０００円
二番耕起 ３, ０００円

水田代かき トラクター ７, ０００円

田　　　植 請負者苗持ち ２２, ０００円
請負者苗なし ８, ０００円

稲　　　刈 コンバイン（倒状等の条件による） １８, ０００円～２２, ０００円
畦  塗  り （100m当り） ３，０００円
畑  耕  起 トラクター ４，３００円 
乾 燥 調 整（籾すり含む） ６０kg当り １，８００円
育　　　苗 1箱当り ７５０円
稲刈から乾燥調整（籾すり含む） ３５, ０００円

締結（公告）
された地域名 方　法 平　均 最　高 最　低 データ数

（件）

布　川 現金（円） ― ― ― ０
現物（俵） １．８ ２．５ １．５ １６

文　間 現金（円） ２３，０００ ２３，０００ ２３，０００ ２
現物（俵） ２．１ ３ １ ２３

東文間 現金（円） ２９，４５４ ２９，４５４ ２９，４５４ ８
現物（俵） ２．８ ３ １．５ １２２

文 現金（円） １９，６００ ２３，０００ １６，０００ ５
現物（俵） １．４ １．５ １ ７

締結（公告）
された地域名 方　法 平　均 最　高 最　低 データ数

（件）
布　川 現金（円） ― ― ― ０
文　間 現金（円） １２，０００ １２，０００ １２，０００ ２
東文間 現金（円） ― ― ― ０
文 現金（円） ― ― ― ０

畑（普通畑）の部

田 (水稲）の部
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運行中 !!
　町内全域（一部龍ケ崎市・河内町）を運行対象としたデマンド型乗合タクシー「ふれ愛タクシー」は、土・日曜日、
祝日、年末年始を除き毎日運行しています。電話１本で自宅近くまで迎えに来る利便性の良さと、料金が１乗
車３００円からという安さから通院や買い物等、日常生活の交通手段として高齢者を中心に多くの町民に利用
されています。ただ、利用する際には、事前登録と乗車の都度事前予約が必要なこと、乗合のため到着時間が
多少前後し、場合によっては目的地まで遠回りになってしまうこともあります。乗合タクシーという運行の主
旨をご理解の上、より多くの町民の皆さんの利用をお待ちしております。 

●　月～金曜日
　　（ただし、土・日曜日、祝日、年末年始は運休）

※役場を出発する時間となります。

３歳未満は無料。
３歳～未就学児は上図記載の金額の半額です。

　基本的には、利根町内での運行となりますが、特別に「関東鉄道 竜ヶ崎駅」、「龍ケ崎済生会病院」へも直接
乗り入れいたします。（ただし、途中乗降はできません）

ご利用方法など不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

◎問い合わせ先　役場企画財政課　企画調整係　℡６８－２２１１（内線２２３）

　ふれ愛タクシー予約センターに電話して日にち、時間を予約してください。必ず、希望
する便の運行時間３０分前までに予約してください。また、第１便（８：００）、第２便（９：
００）を利用の場合は、前日までに予約が必要となります。

受付時間：午前８時３０分～午後５時　（運行日のみ受け付け）
電話番号：６１－７０８０
※初めてご利用になる方の利用登録も予約センターで電話受け付けします。

便 運行時間 予約締め切り時間

１便 ８：００ 前日 17：00

２便 ９：００ 前日 17：00

３便 ９：３０ 　９：００

４便 １０：３０ １０：００

５便 １１：００ １０：３０

６便 １２：００ １１：３０

７便 １３：３０ １３：００

８便 １４：３０ １４：００

９便 １５：００ １４：３０

10 便 １６：００ １５：３０

年　度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

年間利用者数 2,916 人 4,626 人 5,602 人 6,209 人 6,283 人 6,341 人 5,783 人 6,543 人

■ ふれ愛タクシー利用状況

■ 運行区域・利用料金

予約の方法

予約センター

■ 運行日・時間と予約締め切り時間

デマンド型乗合タクシー

ふれ愛タクシー
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○出前講座とは！
　出前講座とは、町民の皆さまが聞きたい・知りたいといった町の施策や制度などを「利根町出前講座メニュー一覧」
から選んでいただき、町職員が皆さまのところへ出向いて、その講座内容の説明やお話を行うものです。
○利用できる方
　この出前講座を利用できる方は、町内に在住、在勤または在学している10人以上で構成された団体やグループです。
○開催日時
　原則として月曜から金曜日までの午前９時から午後５時までで、１講座は質問を含め、２時間以内です。土・日曜日、
祝日、年末年始はご利用ができません。また、生涯学習課の出前講座は、休館日にあたるときは、ご利用はできません。
○出前講座の会場など
　町内にある公民館、集会所、事業所等とします。会場の確保や準備などについては、主催者側（申込者）でお願
いします。
○講座の料金
　出前講座の講師に係る費用とテキスト代は、無料です。その他の費用は、主催者側でご負担願います。
▽申し込み方法および申込先
　出前講座を希望する団体やグループの代表者の方は、申し込みの前に担当課と日程等について十分調整を行って
いただき、受講希望日の 20 日前までに、利用申込書を担当課に提出してください。利用申込書は、各担当の窓口に
設置しております。また、町公式ホームページからもダウンロードできます。講座開催の可否は、
利用申込書を提出後に、担当課から通知いたします。
※注意：講座開催は、苦情や要望を聞く場ではありません。利用する方は、この趣旨をご理解の上、

お申し込みください。また、政治・宗教活動や営利目的の催し、公共の秩序などを乱す恐れ
のある場合は、実施できませんのでご注意願います。

No. 課　名 テ ー マ 内　　　　　　　　容
1

総 務 課

役場の行政組織の概要について 役場の組織と主な業務内容の説明

2 防火対策について 一人一人が心がける防火への取り組みと町の防火体制、および火災時の対
応についての説明

3 防災対策について 一人一人が心がける災害への備えと町の災害対策についての説明
4 交通安全教室 歩行者、自転車を対象とした交通ルール、マナー習得のための交通安全教室の実施
5 選挙について 選挙制度の概要と選挙運動のルールなど選挙制度全般の説明
6

企画財政課

町の財政事情のはなし 町の財政状況や財政健全化への取り組み等の説明
7 ふれ愛タクシーについて ふれ愛タクシーの内容、利用方法等の説明
8 空き家・空き地バンク制度について 空き家・空き地バンク制度の概要、および現在までの取り組み状況の説明
9 男女共同参画ってなあに？ 家庭や職場、地域社会での男女共同参画についての話

10 税 務 課 税金について 町民税・固定資産税・軽自動車税等の町税全般について、課税の仕組みや
額の決定方法、納付方法等の説明

11
福 祉 課

よくわかる介護保険 介護保険制度の概要、介護保険サービスの内容についての説明
12 障害福祉サービスについて 障害福祉サービスの内容についての説明
13 包括支援センターについて 包括支援センターについての話
14 子育て支援課 子育て支援施策について 子育て支援施策の概要についての説明
15
保健福祉セ
ンター

もの忘れ予防について もの忘れ予防の講話
16 乳幼児の健康づくり 乳幼児の健康についての話
17 成人の健康づくり 生活習慣病予防についての話
18 環境対策課 ごみと資源の出し方について ごみと資源の分別や減量化についての説明
19
保険年金課

国民健康保険のしくみ 制度の目的と内容、給付の種類などの説明
20 医療福祉費支給制度のしくみ 制度の内容と利用方法について説明
21 後期高齢者医療制度のしくみ 制度の内容や役割、保険料などについて説明
22 経 済 課 悪質商法にご用心 さまざまな悪質商法の手口と対処方法ついてのお話
23 都市建設課 下水道について（処理場見学） 下水道のしくみ・利根浄化センター見学
24 学校教育課 保護者への補助制度について 補助制度の概要についての説明
25

生涯学習課

利根町の歴史について 希望のテーマによる郷土の歴史の解説（内容により資料館等で実施）
26 気軽に楽しむスポーツについて スポーツ推進委員の協力のもと、気軽にできるスポーツや運動を紹介
27 図書館の上手な活用方法 本の検索の仕方など、図書館に関する基本的な利用方法の説明
28 公民館施設の使用について 社会教育施設としての利用の仕方、公民館事業の内容等についての説明
29 議会事務局 町議会のしくみと役割 町議会の傍聴方法、定例会、臨時会の開催など、町議会全般についての概要説明

平成28年度利根町出前講座メニュー一覧

『平成 28 年度利根町出前講座』お気軽にご注文ください
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が
捨
て
ら
れ
て
増
え
て
い
っ

た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
い

う
理
由
で
野
良
猫
に
餌
だ
け
あ

げ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
結
果

的
に
野
良
猫
の
数
を
増
や
す
こ

と
に
な
り
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を

招
く
だ
け
で
な
く
、
不
幸
な
猫

を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

犬と猫の飼育に
ついてお願い

問い合わせ先
役場環境対策課
℡６８－２２１１（内線２５３）

犬
や
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー

に
つ
い
て

犬
を
飼
う
時
の
マ
ナ
ー

犬
の
飼
い
方

猫
の
飼
い
方

飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
つ
い
て

犬
の
登
録
と狂犬

病
予
防
注
射

猫
は
室
内
で飼

い
ま
し
ょ
う

む
や
み
に餌

を
あ
げ
な
い
で

猫
を
飼
う
時
の
マ
ナ
ー

予
防
注
射
済
票
の
交
付
が
で
き

ま
す
。

可
能
な
動
物
病
院

・
も
え
ぎ
の
動
物
病
院

（
利
根
町
奥
山
６
４
３

－
１
）

℡
68

－

８
２
３
８

・
わ
か
く
さ
動
物
病
院

（
利
根
町
横
須
賀
６
５
５
）

℡
68

－

７
９
３
９

・
竜
ヶ
崎
獣
医
科
病
院

（
龍
ケ
崎
市
馴
柴
町
７
８
５

－
２
）

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

３
２

８
８

・
自
分
の
飼
い
猫
に
責
任
を
持

つ
た
め
に
、
首
輪
を
し
、
身

元
や
連
絡
先
の
わ
か
る
迷
子

札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う
。
病
気
の
リ
ス
ク
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
む
や
み

に
子
猫
を
増
や
す
こ
と
を
回

避
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
性
格
も
穏
や
か
に

な
り
ま
す
。

　

猫
に
一
番
必
要
な
も
の
は
、

責
任
を
も
っ
て
飼
っ
て
く
れ
る

飼
い
主
で
す
。

　

確
か
に
、
野
良
猫
は
過
酷
な

状
況
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み

に
餌
だ
け
あ
げ
る
行
為
は
、
無

責
任
な
行
為
で
す
。

　

本
当
に
猫
の
こ
と
を
思
う
な

ら
、
自
分
の
猫
と
し
て
、
自
分

の
家
で
、
最
後
ま
で
愛
情
を

持
っ
て
世
話
を
す
る
こ
と
で

す
。

　

そ
れ
が
で
き
な
い
の
な
ら
、

野
良
猫
に
餌
を
あ
げ
る
行
為
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
し
て
、
裁
判

に
ま
で
発
展
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
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●８２円切手を貼った返信用封筒に住所、氏名等をご記入の上、利根町公民館にお申し込みください。
　申し込み用紙は利根町公民館・利根町生涯学習センターに用意してあります。
●申し込みは、１人２講座までです。なお、定員を超えた講座につきましては厳正な抽選の上、応募者全員に結果
を通知いたします。 

●申込締め切りは、５月２４日（火）です。ご不明な点は利根町公民館までご連絡ください。　
◇受講資格：利根町在住または在勤の方　◇受講料：無料（各講座による資料代・材料費等は自己負担）
【講座の開催については、都合により変更となる場合がありますのであらかじめご了承ください】

◎申し込み・問い合わせ先：利根町公民館（〒300-1632　利根町下曽根１８７　℡６８－７８８１）

申し込み方法

古典文学 (源氏物語・宇治十帖 )
　光源氏の亡き後、宇治を中心に展開する浮舟、薫、匂宮ら若い世代の、めくるめく愛の世界を読みます。
●講師　（元）竹園高校教諭　大

おお

崎
さき

　高
たか

嗣
し

氏　●開講日  ６月８日（水）午前 10 時～ 11 時 30 分
●期間  ６月～平成 29 年３月　●対象・定員　成人　５０名
●開催日 /回数　６月８日（水）、７月６日（水）、９月７日（水）、10 月５日（水）、11 月９日（水）、
　　　　　　　　12 月７日（水）、平成 29 年１月 11 日（水）、２月１日（水 )、３月１日（水）　　全９回　
◎資料代　１，０００円程度

ふるさとを学ぶ（利根町の歴史）
　利根町の歴史をそれぞれの講師が、得意とする分野を語ります。
　そこで、古き良き利根町の再発見ができることでしょう。
●講師　（元）利根町史編さん委員　長

なが

島
しま

　平
ひら

衛
え

氏ほか　●開講日　６月 10 日（金） 午前 10 時～ 11 時 30 分
●期間　６月～平成 29 年３月　●対象・定員　成人　５０名
●開催日 /回数　６月 10 日（金）、７月８日（金）、９月９日（金）、10 月 14 日（金）、11 月 11 日（金）、
　　　　　　　　12 月９日（金）、平成 29 年１月 13 日（金）、２月 10 日（金）、３月 10 日（金）　　全９回

「利根川図志」を原本で読もう
　利根川流域の郷土地誌「利根川図志」のうち、《巻三》の「木下河岸・印西合戦」等から、《巻一》の総論、
運輸、天候、物産を読み解いていきます。　
●講師　古

ふる

田
た

　吉
よし

光
みつ

氏　●開講日　６月 14 日（火）午前 10 時～ 11 時 30 分
●期間　６月～平成 29 年３月　●対象・定員　成人　５０名
●開催日 /回数　６月 14 日（火）、７月 12 日（火）、９月 13 日（火）、10 月 11 日（火）、11 月８日（火）、
　　　　　　　　12 月 13 日（火）、平成 29 年１月 10 日（火）、２月 14 日（火）、３月 14 日（火）　　全９回

らくらく・ふわふわ体操
　自分の身体状態を知り、無理なく楽しみながら、固まった体をゆっくりとほぐしましょう。
　意識と呼吸と心の大切さを知りましょう。	
●講師　ジャズ体操インストラクター　星

ほし

野
の

　有
ゆ

里
り

氏　●開講日　６月 17 日（金）午前 10 時～ 11 時 30 分
●期間　６月～９月　●対象・定員　成人　２０名
●開催日 /回数　６月 17 日（金）、７月１日（金）・15 日（金）、９月２日（金）・16 日（金）　　全５回

ときめきのアクセサリー作り
　今話題の、ＵＶ（ユーヴィ）レジンのアクセサリー作りです。自分だけの一点物を作って楽しみましょう。
●講師　倉

くら

持
もち

　文
ふみ

子
こ

氏　●開講日　６月 16 日（木）　午前 10 時～ 11 時 30 分
●期間　６月～９月　●対象・定員　成人　２０名
●開催日 /回数　６月 16 日（木）、７月７日（木）・21 日（木）、９月１日（木）・15 日（木）　 全５回　
◎材料費　１回当り　７００円程度
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12 13 14 15 16 17 18

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）
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5 6 7 8 9 10 11

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

ウオーキング
午前８時 30 分～正午
（利根町公民館）
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

1 2 3 4

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
６月の活動予定６月の活動予定６月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度、「ウオーキング」は、100 円です。（早朝の「楊名時太極拳」は無料）

日 月 火 水 木 金 土

19 20 21 22 23 24 25

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

26 27 28 29 30

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

午後

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。
☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
　　最新の活動計画は、毎月末に翌月の活動計画が「とねっと」で広報されます。「とねっと」を見るか、事務局にお問い合わせください。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね 

ワイワイ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習

センター」、「利根町公民館」にあります。

　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラム

の活動場所（早朝の太極拳とウオーキングは除く）で

行っておりますので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

℡  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２
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とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所、子ども
たちのふれあい体験の場にもなっています。担当保育士とのたわいのないおしゃべりも
おすすめです。（*^_^*）
　皆さん、ぜひ遊びに来てください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　とね子育て支援センター
　　　　　　　（文間保育園内）　℡６８－３１９４
※案内の手紙は、利根町役場の子育て支援課・保険年金課
前のお便りBOXにも入っています。また、町公式ホーム
ページでもご覧いただけます。

＊＊６月の予定＊＊

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
　　　　（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩し
てくださってもかまいません。

■お孫さんを見ていらっしゃる
祖父母の方もご利用ください。
■雨の日も遊べる小さな部屋が
あります。

にこにこ赤ちゃん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊び
を楽しんでください。小さいか
らこその大変さをお母さん同
士、分かち合ってください。

年齢別のサークル
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　すくすく・よちよち・ねんね・赤
ちゃんと、年齢で分かれて活動する
日。季節や年齢に合わせた制作や戸外
活動・歌・手遊び・育児情報交換など
を取り入れています。

にこにこ広場（*^_^*）
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　みんなであいさつを済ませて
から園庭および室内で好きな遊
びを楽しんでください。最後に
保育士の紙芝居や絵本の読み聞
かせなどもあります。

しゃべランチ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

すっきりサロンへどうぞ 
午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだ
お友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人き
りで過ごされているお母さんや、
おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて
欲しいという親子の方など、思い
切って一度出掛けてみませんか？
おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。
お気軽にどうぞ

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 23 年４月～平成 26 年３月生まれ　
＊今年度は、すくすく内で「４さいくらぶ」を開催
よちよち：平成 26 年４月～平成 27 年３月生まれ
ねんね：平成 27 年４月～平成 27 年 12 月生まれ　
赤ちゃん：平成 28 年１月生まれから　
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねんねの
日に遊びに来てお母さんたちや小さいお子さ
んたちとふれあってください。

　今年もまた新緑の季節になりまし
た。冬の間枝だけだった木に、花が
咲き、葉が茂り、溢れる躍動感を感
じます。とね子育て支援センターも
本格的に活動が始まりました。

◎とね子育て支援センターの活動は、通常
は文間保育園内にて、月曜日～金曜日に
行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セン
ターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してく
ださい。

３ 金 すっきりサロン
７ 火 育児相談ワイワイサロン（Ｐ23参照）
８ 水 すくすく
９ 木 誕生カード作り７～８月生まれ
10 金 誕生カード作り７～８月生まれ
14 火 すくすく
15 水 よちよち
16 木 ねんね
17 金 赤ちゃん&マタニティさん
21 火 にこにこ広場&しゃべランチ
22 水 よちよち
24 金 みんなで保育園のお庭で遊ぼう！！
27 月 ４さいくらぶ
29 水 芝生の広場で遊ぼう（立木円明寺）
誕生カードを作りませんか？
対象：７月～８月生まれのお子さんと保護者の方
時間：午前 10 時～　　　
＊どなたでも簡単に作れます。
まだ遊びに来たことのない方もぜひどうぞ。

芝生の広場で遊ぼう（立木円明寺）（変更あり）
対象：利根町在住の未就園の親子の方
時間：午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　（お弁当持参もＯＫ） 
☂雨天時は、とね子育て支援センターで遊びましょう。

６月８日（水）すくすく
利根町公民館　１階集合
親子ふれあいサークル「ぽこぽこ」
へ遊びに行きましょう。
午前 10 時 30 分より

６月14日（火）すくすく
東文間保育園の園庭集合
保育園の庭で楽しく遊びましょう。
☂雨天時は、利根町生涯学習センター
午前 10 時より

６月22日（水）よちよち
利根町図書館　２階集合
赤ちゃんのお話会「ぷちぷち」
へ遊びに行きましょう。
午前 10 時 30 分より

６月24日（金）全対象
とね子育て支援センター集合
みんなでお庭であそびましょう。
☂雨天時は室内で
午前 10 時より

６月の活動内容について 　� 　
６月は活動場所がいろいろと変わりますので確認お願いします
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町の話題
　

４
月
か
ら
新
１
年
生
と
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
登
下

校
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
と
常
陽
銀
行
利
根

支
店
様
か
ら
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

が
、
竜
ケ
崎
農
業
協
同
組
合
様

か
ら
「
黄
色
い
帽
子
」
が
、
ま

た
茨
城
県
石
油
業
共
同
組
合
様

か
ら
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
が

利
根
町
教
育
委
員
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。町
教
育
委
員
会
で
は
、

早
速
各
小
学
校
の
新
１
年
生
へ

配
布
し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
次
の
方
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◇
旭
日
単
光
章
◇

高
齢
者
叙
勲

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目

を
迎
え
た
３
月
11
日
に
、
役
場

庁
舎
前
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

（
利
根
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
３
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
に
灯
を
点
し
、
子
ど
も
た
ち

へ
震
災
の
状
況
を
伝
え
る
紙
芝

居
や
利
根
混
声
合
唱
団
、
混
声

合
唱
団
ザ
・
ラ
ー
ク
ス
に
よ
る

合
唱
が
行
わ
れ
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
へ
の
追
悼
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
復
興
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
家
族
や
地
域
の
絆
の

大
切
さ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
「
利
根
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
漫
画
を
作
れ
な
い
か
」
と
の
企
画
に
取
手

松
陽
高
校
美
術
部
の
方
々
が
約
半
年
を
掛
け
原
案
か
ら
取
材
を
し
、

今
年
２
月
中
旬
に
漫
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日（
火
）
取
手
松
陽
高
校
美
術
部
員
３
名
が
利
根
町
役
場

に
来
庁
し
、
遠
山
町
長
に
完
成
し
た
漫
画
を
手
渡
し
、
完
成
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
町
の
名
所
や
歴

史
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
端
的
に
表
現
さ
れ
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
を
そ
そ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
漫
画
は
、
図
書
館
の
ほ
か
町
内
の
公
共
施
設
に
配
布
さ
れ

ロ
ビ
ー
な
ど
に
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
生
徒
た
ち
の
力
作
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
学
１
年
生
に
防
犯
・

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
寄
贈

漫
画
で
利
根
町
を
紹
介

県
立
取
手
松
陽
高
校
美
術
部
員

力
作
を
町
長
へ
手
渡
す

△手を繋ぎ、キャンドルを囲む参加者

△
遠
山
町
長
に
完
成
し
た
漫
画
を
手
渡
す
取
手

松
陽
高
校
美
術
部
の
皆
さ
ん

佐さ

さ々

木き　

民た
み

三ぞ
う

さ
ん（

八
幡
台
）

元
利
根
町
議
会
議
員

△

防
犯
ブ
ザ
ー

△

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

△

登
下
校
の
際
よ
く
目
立
つ
黄
色
い

帽
子

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

開
催
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４
月
６
日（
水
）、
取
手
警

察
署
の
一
日
警
察
署
長
に
８
名

が
抽
選
で
選
ば
れ
、
利
根
町
で

は
菅す

が

井い

春は
る

希き

く
ん（
文
小
学
校
）

と
永な

が

井い

玲れ
い

愛な

さ
ん
（
布
川
小
学

校
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

取
手
警
察
署
長
か
ら
児
童
一

人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
一
日
署
長
は
取
手
警
察
署

玄
関
前
で
、
パ
ト
カ
ー
の
車
両

点
検
と
訓
示
を
行
っ
た
後
、
パ

ト
カ
ー
に
乗
り
、
利
根
町
役
場

を
訪
れ
、
遠
山
町
長
に
交
通
安

全
の
「
お
願
い
文
」
を
大
き
な

声
で
読
み
上
げ
手
渡
し
ま
し
た
。

●
職
種

　

消
防
吏
員
（
地
方
公
務
員
）

●
採
用
予
定
人
数

　

男
女
20
名
程
度

●
採
用
期
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日

●
試
験
日

　

７
月
24
日（
日
）

●
試
験
会
場

流
通
経
済
大
学
龍
ケ
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
（
予
定
）（
龍
ケ
崎

市
平
畑
１
２
０
）

●
受
付
期
間

６
月
１
日（
水
）
～
６
月
21

日（
火
）

●
受
付
場
所

稲
敷
広
域
消
防
本
部　

総
務

課
（
龍
ケ
崎
市
３
５
７
１
番

地
の
１
）
℡
０
２
９
７

－

６

４

－

３
７
４
３

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稲
敷
広

域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.inashiki-kouik

i.jp/

）、
ま
た
は
、
稲
敷
広
域
消

防
本
部　

総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

△

遠
山
町
長
に
「
お
願
い
文
」
を
読
み

上
げ
手
渡
す
＝
役
場
公
室

△

訓
示
を
述
べ
る
一
日
署
長
（
右
か
ら

永
井
さ
ん
、
菅
井
く
ん
）=

取
手
警

察
署
玄
関
前

◆
町
民
運
動
会
で
フ
リ
フ
リ　

　

爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
心
地

よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
暑

い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の
体
力

づ
く
り
の
方
法
と
し
て
、
フ
リ

フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
の
町
民
運
動
会
は
５
月

28
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
昼
休
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
例
年
の
よ
う
に
フ

リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
の
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。
筑
波
大
学
の

先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ

て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
運
動
し

ま
し
ょ
う
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

下
記
の
地
区
運
動
集
会
に
も
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊　（太字は、体力測定実施日）

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（５月 17日～６月 30日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 ５月19日（木）、６月２日（木）・16日（木） 午前 10 時～11 時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 ５月17日（火）、６月７日（火）・21日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 ５月25日（水）、６月８日（水）・22日（水）

【講師】筑波大学　諏訪部先生・越
お

智
ち

先生ほか　＊福祉バス・ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

一
日
警
察
署
長
交
通
安
全
呼
び
か
け
る

稲
敷
広
域

消
防
吏
員
募
集

△昨年の町民運動会より

△取手警察署長より委嘱状が手渡される
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日程および
受付時間

午前９時～10時30分
午後１時～ ２時30分
予約不要、当日検診会場にて受け付け

「40歳肝炎ウイルス無料検診」のお知らせ
　下記の対象の方には、４月 20 日現在、住民登録
のある方に受診票をお送りします。
対　象
　平成 28 年度内に満 40 歳になる方
　（昭和 51 年４月２日～昭和 52 年４月１日生まれ）

内　容
　左記の日程でのみ肝炎ウイルス検査（血液検査）
が無料で受けられます。
※当日、受診票をお持ちください

６月７日（火）

利根町公民館８日（水）

９日（木）

10 日（金）

利根町民すこやか交流センター12 日（日）

13 日（月）

14 日（火） 文間地区農村集落センター

15 日（水） 利根町生涯学習センター

16 日（木） 利根町公民館

平成28年度 結核・肺がん検診、肝炎検診、前立腺検診を実施します

検 診 名 対　　象 検診内容 自己負担 ※どこの健康保険の被
保険者でも受診ができ
ます。
※対象者は、利根町に
住民登録をしている方
です。
※年齢は、平成 29 年 3
月 31 日現在を基準に
しています。
（平成28年度末の年齢）
※生活保護世帯の方
は、自己負担はありま
せん。受け付けで申し
出てください。

結核・肺がん
検診

肺がん検診（40 歳以上）
結核検診（65 歳以上） 胸部レントゲン検査 無  　料

肺がん検診
（喀痰検査）

40 歳以上
（問診で該当者になった方のみ） 喀痰検査 1,000 円

肝炎ウイルス
検診
（B型・C型）

①今年度 40 歳を迎える方 血液検査（Ｂ・Ｃ型）
（町での検査は生涯
に 1度です）

①無� 料

② 41 歳以上～ 70 歳未満の方で過
去に検査を受けたことがない方 ② 1,000 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査（PSA検査） 1,400 円

無料です！
お早めに受けてくださいね！

①
利
用
希
望
の
受
付

　
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
　
　

↓

②
（
面
接
）
体
力
測
定

理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体

機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
運
動
メ

ニ
ュ
ー
作
成

　
　
　

↓

③
利
用
説
明
・
運
動
開
始

※
②
の
面
接
は
受
付
順
に
予
約

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
干

の
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

「
は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　

介
護
予
防
運
動
機
器
を
使
っ
た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。
体
力
・
運
動
能
力
向
上
を
目
指
し
、
加
齢
に
伴

う
筋
力
低
下
や
転
倒
の
危
険
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

65
歳
か
ら
の
介
護
予
防

「
は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

利
用
希
望
者
受
け
付
け
中

▽
利
用
日　

月
～
金
曜
日　

午

前
９
時
30
分
～
正
午
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
）。

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
利
根
町

に
住
所
を
有
す
る
方
。

▽
利
用
料
金　

１
回
１
０
０
円

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
み
物
、

運
動
靴
（
室
内
履
き
）

▽
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１



平成 28 年５月（№ 626）23

各 種 相 談 な ど

　

婦
人
科
（
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
）
検
診
料
金
の
一
部
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
料

金
の
一
部
助
成
を
受
け
る
方
へ

は
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
発
行
に
つ
い
て

（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
共
通
）

▽
申
し
込
み
方
法

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
受
診
券
を
発
行

し
ま
す
。
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
と
も
、
年
度
内
１
回
で
す

（
集
団
検
診
を
含
む
）。

▽
発
行
期
間

平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

▽
受
診
期
間	

平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
係

　

℡
68

－

８
２
９
１

子宮がん検診
検査方法 子宮頚部細胞診 子宮体部細胞診

対 象 者 ● 20 歳以上
● 35歳以上で、
医師の問診に
て該当する方

自己負担金 2,400 円 3,800 円

乳がん検診・女性
検査方法 超音波検査 マンモグラフィ検査

対 象 者
● 30 ～ 39 歳
● 40 ～ 64 歳の
偶数年齢

● 41 歳以上の奇数年齢

自己負担金 1,100 円
1,000 円

40 歳代の方は２方向撮影
のため 1,600 円

婦
人
科
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

医
療
機
関
検
診
に
つ
い
て

～
女
性
の
検
診
～

名　　称 日　　程 受　付　時　間 内 容 ・ 予 約 方 法 場　所

育児相談

ワイワイサロン
６月７日（火） 午前10時～11時

全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
食育広場
乳幼児親子の遊び 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
５月17日（火）
６月 ２日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

管理栄養士による健康、栄養相談
前日までに予約

口腔相談 ６月８日（水）
午前10時～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 ５月24日（火）
午後1時～3時30分のう
ちの予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ６月14日（火）
午後1時30分～3時のう
ちの予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

▽
日
時

　

６
月
７
日（
火
）

午
前
11
時
～
11
時
30
分

受
け
付
け
：
午
前
10
時
45
分

ま
で

▽
場
所

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る

方
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

①
利
根
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ

る「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

（
対
象
：
１
～
３
歳
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
）
の
お
話
し

と
試
食

②
管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
離
乳

食
の
進
め
方
」（
対
象
：
離

乳
期
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
）
の
栄
養
相
談
と
試
食

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

食
育
広
場
の
ご
案
内

△昨年の食育広場の様子
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龍
ケ
崎
市
農
業
公
園
「
湯
っ

た
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
湯
っ
た
り
館
」
臨
時
休
館
の

ご
案
内

　

湯
っ
た
り
館
で
は
、
都
市
ガ

ス
導
入
工
事
に
伴
い
、
次
の
期

間
を
臨
時
休
館
日
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
営
業
再

開
は
、
７
月
15
日（
金
）
午
前

10
時
か
ら
で
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
臨
時
休
館
日
：
５
月
16
日

（
月
）～
７
月
14
日（
木
）ま
で

臨
時
休
館
中
の
施
設
の
利
用
予

約
受
け
付
け
に
つ
い
て

①
龍
ケ
崎
市
・
牛
久
市
・
利
根

町
在
住
の
方　

９
月
分
：
６
月

１
日（
水
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

10
月
分
：
７
月
１
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

②
そ
の
他
の
地
域
の
方　

８
月

分
：
６
月
１
日（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時　

９
月
分
：
７

月
１
日（
金
）
午
前
10
時
～
午

後
５
時

※
①
②
と
も
電
話
に
よ
る
予
約

受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。

問
湯
っ
た
り
館
☎
０
２
９
７

－

６
０

－

１
１
２
６　

〒
３
０
１

－

０
８
０
１
龍
ケ
崎
市
板
橋
町

４
４
０
番
地

茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
在
職
者
訓
練
の

受
講
生
募
集

24

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
５
月
17
日（
火
）
午

後
２
時
～
４
時
、
６
月
１
日

（
水
）
午
後
３
時
～
５
時
▽
場

所
：
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

１
階
相
談
室
（
龍
ケ
崎
市
２
９

８
３

－

１
）
▽
対
象
者
：
精
神

症
状
の
あ
る
患
者
の
家
族
、
本

人
▽
そ
の
他
：
予
約
制
▽
相
談

員
：
医
師
お
よ
び
保
健
師

申
・
問
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９
７

－

６

２
－

２
３
６
７

『
介
護
者
の
つ
ど
い
』

の
ご
案
内

　
『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、

介
護
者
同
士
が
集
ま
り
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
座
談
会
や
食
事
会
等
を
通

し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
お
互

い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
で
、
日
帰
り
旅
行

▽
日
時
：
６
月
４
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町
２
４

４
５
）
▽
対
象
地
区
：
利
根
町
・

龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・
河
内
町
・

そ
の
他
▽
主
催
：
龍
ケ
崎
地
方

家
族
会
（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長　

長
瀬
☎
０
９
０

－

５
４
２
５

－

２
２
３
６

多
重
債
務
・
詐
欺
的
な
投
資

勧
誘
相
談
の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
関
東
財
務
局
水
戸
財

務
事
務
所
で
は
、
無
料
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口
：
財
務
省　

関
東

財
務
局　

水
戸
財
務
事
務
所

・
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
相
談

（
未
公
開
株
、社
債
、フ
ァ
ン
ド
）

・
電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談
（
架

空
請
求
、
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
）

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

３
１
９

５
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

・
多
重
債
務
相
談
（
借
金
の
返

済
の
悩
み
相
談
）

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

３
１
９

０
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
、
場
所
、
内
容
な
ど

毎
月
の
予
定
は
「
広
報
と
ね
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
８
日（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽

場
所
：
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
利
根
町
下
曽
根
２
２
１

－

１
▽
内
容
：
懇
談
会
▽
申
し

込
み
：
不
要
▽
参
加
費
：
無
料

問
役
場
福
祉
課　

介
護
予
防
係

☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
４

８
）龍

ケ
崎
地
方
家
族
会

（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）

定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
で
は
、

精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
保

護
者
や
き
ょ
う
だ
い
が
集
ま
り
、

毎
月
第
１
土
曜
日
に
「
家
族
を

支
え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
は
、
家
族
や
親
族

だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
専

門
家
を
講
師
に
迎
え
、
病
気
や

福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
の

ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み
を
話
し

合
い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞

け
る
場
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
事
前
申
し
込

み
不
要
、　

開
催
日
、
場
所
に

つ
い
て
は
「
広
報
と
ね
」
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
６
月
６
日（
月
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
▽
相
談
内
容
：

借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈

与
の
問
題
、
土
地（
借
地
）・
建

物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交

通
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の

相
談
▽
相
談
受
付
件
数
：
12
件

ま
で（
一
人
20
分
程
度
）▽
相
談

員
：
町
で
委
託
の
弁
護
士
▽
申

し
込
み
方
法
：
相
談
日
前
日
ま

で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
当
日
で
も
受
け
付
け
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
３
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
12
日（
日
）午
後

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申
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２
９
５
８

－

１
）
▽
会
費
：
月

１
０
０
０
円

問
浅あ

さ

野の

☎
68

－

６
２
１
７

熊く
ま

谷が
い

☎
68

－

５
６
１
６

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

○
土
曜
コ
ー
ス

▽
日
時
：
原
則
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
～
２
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：

ス
ト
レ
ッ
チ
、
整
体
中
心
、
指

圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽
講
師
：
新し

ん

川か
わ

善よ
し

啓ひ
ろ

先
生
▽
費
用
：
月
３
３
０

０
円
、
入
会
金
５
０
０
円

○
日
曜
コ
ー
ス

▽
日
時
：
原
則
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
11
時
▽
場
所

：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：
ス

ト
レ
ッ
チ
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
中
心
、
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽

講
師
：
新し

ん

川か
わ

よ
う
子
先
生
▽
費

用
：
月
３
３
０
０
円
、
入
会
金

５
０
０
円

○
水
曜
コ
ー
ス

▽
日
時
：
原
則
第
２
・
４
水
曜

日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽

場
所
：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：

真
向
法
ヨ
ガ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
健

康
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
▽

費
用
：
月
２
２
０
０
円
、
入
会

金
３
０
０
円
▽
講
師
：
星ほ

し

野の

有ゆ

里り

先
生

　

い
ず
れ
も
見
学
・
無
料
体
験

あ
り

問
野
田
☎
68

－

５
１
１
５

市
民
講
座
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
い
び
き
は
大
丈
夫

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
」

▽
日
時
：
５
月
22
日（
日
）
午

後
２
時
15
分
～
４
時
30
分
▽

会
場
：
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
０
５

－

０
０
３
１
つ
く

ば
市
吾
妻
１

－

１
０

－

１
）
▽

内
容
：
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

に
関
す
る
講
演
会　

講
師
：
東

京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン

タ
ー　

歯
科
口
腔
外
科　

教
授

松ま
つ

尾お　

朗あ
き
ら

先
生
▽
料
金
：
無
料

▽
主
催
：（
一
社
）
茨
城
県
保

険
医
協
会　

申
・
問
（
一
社
）
茨
城
県
保
険

医
協
会　

高
田
☎
０
２
９

－

８

２
３

－
７
９
３
０
ＦＡＸ
０
２
９

－

８
２
２

－
１
３
４
１
ｅn-taka

da@
doc-net.or.jp

利
根
町
国
際
交
流
会
総
会

開
催
お
よ
び
会
員
募
集

　

利
根
町
国
際
交
流
会
が
４
月

21
日（
木
）
に
利
根
町
公
民
館

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
活
動
計

画
に
つ
い
て
は
、
４
事
業
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

①
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ

大
学
な
ら
び
に
利
根
リ
バ
ー
サ

イ
ド
国
際
学
院
の
留
学
生
を
対

象
と
し
た
交
流
会
。

▽
講
座
名
：
ガ
ス
溶
接
技
能
講

習
▽
日
時
：
７
月
６
日（
水
）・

７
日（
木
）
２
日
間　

午
前
９

時
～
午
後
５
時
▽
場
所
：
茨
城

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

土
浦
市
中
村
西
根
番
外
50
▽
内

容
：
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
技
能
講
習
（
修
了
者
に
は
修

了
証
を
交
付
）
▽
定
員
：
10
名

▽
申
込
期
間
：
５
月
９
日（
月
）

～
５
月
30
日（
月
）
期
間
内
必

着
▽
受
講
料
：
２
７
５
０
円
▽

申
し
込
み
方
法
：
本
学
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
往
復
は
が

き
に
①
講
座
名
②
氏
名
③
住
所

④
電
話
番
号
⑤
年
齢
⑥
職
業

（
会
社
名
）
を
ご
記
入
の
上
、

当
学
院
ま
で
郵
送（
一
人
１
枚
）

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
る
選
考
と
な
り
、
結
果
を

返
信
は
が
き
ま
た
は
、
メ
ー
ル

で
通
知
い
た
し
ま
す
。
当
選
者

は
受
講
決
定
通
知
を
受
け
取
っ

た
後
、
当
学
院
窓
口
で
、
受
講

料
を
添
え
て
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専

門
学
院　

☎
０
２
９

－

８
４
１

－

３
５
５
１
ＨＰhttp://w

w
w
.

t-gakuin.ac.jp/

（
〒
３
０
０

－
０
８
４
９　

土
浦
市
中
村
西

根
番
外
50
）

②
流
通
経
済
大
学
、
筑
波
大
学

の
留
学
生
、
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑

波
研
修
生
を
招
い
た
バ
ス
ツ

ア
ー
。

③
毎
年
お
な
じ
み
の
国
際
料
理

交
流
会
。

④
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
の
開
催
。

　

ど
の
活
動
も
地
域
住
民
と
の

交
流
を
主
体
に
行
い
ま
す
（
活

動
進
行
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止

の
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
一
緒

に
活
動
を
行
え
る
メ
ン
バ
ー
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
利
根
町
国
際
交
流
会
会
長

石い
し

橋ば
し

達た
つ

夫お

☎
０
９
０

－

７
２
３

９

－

０
７
１
６
ｅtone.associ

ation.for.i.ex@
jm
ail.plala.or.

jp

利
根
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
お
仲
間
募
集

初
心
者
大
歓
迎

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
奏
法
を
初
め

か
ら
丁
寧
に
お
教
え
い
た
し
ま

す
。
み
ん
な
で
合
奏
を
楽
し
み

な
が
ら
、
医
療
施
設
、
老
人
会
、

介
護
施
設
な
ど
で
、
一
緒
に
慰

問
演
奏
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
日
：
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日　

午
後
２
時
～
４
時
▽
練

習
場
所
：
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
利
根
町
布
川

25

募集情報お知らせ！

生
バ
ン
ド
の
出
前
は

い
か
が
で
す
か
？

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
歌
声
喫

茶
、
集
会
な
ど
生
バ
ン
ド
が
無

料
で
伺
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

呼
び
く
だ
さ
い
。

・
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
募
集

　

軽
音
楽
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
楽
器
の
で
き
る
方
、

歌
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
練
習
日
：
原
則
と
し
て
毎
週

水
・
日
曜
日
の
午
後
▽
練
習
場

所
：
龍
ケ
崎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど

問
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド　

河
野
☎
０
９
０

－

２
２
２
３

－

１
６
０
０

第
16
回
利
根
町
文
化
協
会

第
５
部
門
合
同
展

▽
日
時
：
６
月
13
日（
月
）
～

19
日（
日
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
た
だ
し
、
最
終
日
は
午

後
１
時
ま
で
）
▽
場
所
：
役
場

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多
目

的
ホ
ー
ル
▽
内
容
：
利
根
町
文

化
協
会
第
５
部
門
の
書
、
パ
ス

テ
ル
画
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、

水
彩
画
、
油
絵
の
グ
ル
ー
プ
の

合
同
展
で
す
▽
入
場
料
：
無
料

問
美
術
家
協
会
光
龍
会
代
表
幹

事　

織お
り

田た

☎
68

－

８
９
４
４
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ぼうさい　掲示板過去の災害で発生した問題をピックアップ

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡ ６８－２２１１（内線５０１）

　今年で「東日本大震災」から５年目の節目となります。その東日本大震災の際には、さまざまな問
題が発生しました。

◆町からの情報に注意しましょう
　発災時、町は、災害関連情報や生活に関係する情報など多岐に渡り情報を提供することになります。
東日本大震災の際には、給水活動（※）の実施について、防災行政無線および町公式ホームページで
周知しました。
※給水所を２箇所設置（利根中学校、旧布川小学校「現在ウェルネススポーツ大学第２キャンパス」）
◆最低３日分の飲食料を備蓄しておきましょう
　大規模災害の場合、道路等のライフラインが寸断されることも想定されるため、物資の流通が滞る
ことや町が被災し、すぐに物資が提供できない可能性などもあります。そのため、最低でも３日分の
飲食料を備蓄しましょう。

　災害時には安否確認や問い合わせなど電話が集中することにより、電気通信網が渋滞状態（輻
ふく

輳
そう

）
となり、さらには通信事業者の通信規制が行われることにより、電話をすることは難しくなります。 
◆公衆電話の利用！
　公衆電話は優先電話の扱いとなっているため、通常の電話よりもつながりやすい。
　町では、大規模災害発生の際には、各避難所に特設公衆電話を設置いたします。災害時優先電話となっ
ており、災害時においても、通信規制を受けずに優先的に電話をかけることができます。
◆パケット通信で連絡！
　パケット通信は、通常の電話回線よりも輻輳しにくいため、災害時には有効な連絡手段となります。
パケット通信での連絡手段としては、Eメール、IP 電話、Line や Skype などになります。
※パケット通信：パケット通信は、データを小分けにして送るので、複数の人が同じ回線を利用でき
る効率の良い方式です。
◆災害用伝言板（171）の活用！
　災害発生により、被災地への通信増加のため、輻輳状態となった場合に提供が開始される声を録音
できる伝言板です。毎月１日・15 日などに災害伝言板の体験が可能。
　詳細は、NTT東日本まで⇒ https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html

　町からの情報取得方法は、広報とね７、８月号（平成 27 年）を参照してください。
　もしくは町公式ホームページまで⇒ http://www.town.tone.ibaraki.jp/page/page001355.html

事例２：東日本大震災の発災直後、電話での通話が困難だった。

事例１：東日本大震災の際には、町内ライフライン（水道、電気等）の停止が目立ち、復旧
には数日間の日数を要した。

第58回「水道週間」のお知らせ

６月１日（水）から
　　　６月７日（火）まで

水道週間スローガン
　「じゃ口から　安心とどけ　未来まで」

電波利用環境保護周知啓発強化期間のお知らせ
６月１日（水）から６月10日（金）まで　　

「不法電波はいけません！」
◎問い合わせ先　関東総合通信局
・不法無線局による混信・妨害� ℡ 03 － 6238 － 1939
・テレビ・ラジオの受信障害� ℡ 03 － 6238 － 1945
・地上デジタルテレビ放送の受信相談

　℡ 03 － 6238 － 1944

 では、どんな問題が発生し、どう対応すれば良いのかを考えてみましょう。
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□
利
根
町
商
工
会
女
性
部
「
つ

る
し
雛
作
成
講
習
会
」
開
催

に
つ
い
て

　

利
根
町
商
工
会
女
性
部
事
業

の
一
環
と
し
て
、
柳
田
記
念
公

苑
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た

「
と
ね
ま
ち
雛
飾
り
」
を
平
成

28
年
度
も
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
つ
る
し
雛
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
般
の
方
も
参
加

で
き
る｢

つ
る
し
雛
作
成
講
習

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

▽
講
習
日
：
毎
月
第
２
・
４
火

曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

▽
期
間
：
６
月
～
平
成
29
年
２

　

月
（
第
一
回
目
は
６
月
14
日

（
火
））

▽
場
所
：
利
根
町
商
工
会　

２

階
研
修
室

▽
募
集
受
付
：
５
月
13
日（
金
）

～
▽
定
員
：
25
名
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
：
無
料
（
た
だ
し
、

材
料
費
は
自
己
負
担
で
お
願

い
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
先　

利
根
町
商
工

会　

℡
68

－

７
４
１
７

□
記
帳
継
続
指
導
・
記
帳
機
械

化
指
導
の
ご
案
内

　

商
工
会
で
は
、
事
業
経
営
に

必
要
な
帳
簿
の
記
帳
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
専

門
の
記
帳
専
任
職
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
税
金
の
各
種
控
除

を
知
り
た
い
、
青
色
申
告
制

度
っ
て
何
？
な
ど
皆
さ
ま
の
お

悩
み
に
対
し
、
帳
簿
の
つ
け
方

か
ら
決
算
、
申
告
の
仕
方
ま
で

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

▽
記
帳
継
続
指
導

【
概
要
】
自
立
記
帳
・
申
告
が

行
え
る
よ
う
に
継
続
指
導
を
行

い
ま
す
。（
月
額
１
０
２
０
円
）

【
内
容
】
巡
回
・
窓
口
に
て
記

帳
指
導
、
各
種
必
要
届
出
書
及

び
決
算
書
・
申
告
書
作
成
等
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
記
帳
機
械
化

【
概
要
】
決
算
書
、
申
告
書
、

各
種
届
出
報
告
、
総
勘
定
元
帳

作
成
の
代
行
を
行
い
ま
す
。（
月

額
３
０
８
０
円
）

【
内
容
】
商
工
会
標
準
会
計
ソ

フ
ト
を
利
用
し
、
帳
簿
入
力
、

決
算
書
・
申
告
書
作
成
の
代
行
、

及
び
総
勘
定
元
帳
の
作
成
と
各

種
デ
ー
タ
管
理
、
各
種
税
務
届

出
、
報
告
等
の
代
行
処
理
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
利
根
町
商
工
会
ま

で

男女共同参画ってなあに？　パート�

中学生向けに、男女共同参画についてやさしく解説します

※「参加」と「参画」の違い
「参加」の意味：仲間として加わること
「参画」の意味：参加するだけでなく、決めごとなど
　　　　　　　 責任を持って関わること

男女共同参画とは？
　男女が、性別にかかわりなく、対等な個人として尊重され、あらゆる場で個性や能力を十分に発揮
でき、豊かで活力のある生活を送れることを『男女共同参画』といいます。

男女共同参画を推進するための法律	
　日本では、平成 11 年に『男女共同参画社会基本法』が制定されました。「男」や「女」という性別にこだわらず、
男女がともにさまざまな活動に加わって活躍できるように、将来に向かって国、地方公共団体、国民みんなが
男女共同参画社会をつくるための取り組みを総合的・計画的に進めることを目的としてできた法律です。
　この法律の、取り組みについて紹介します。
☆男女の人権の尊重：男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の差別をなくし、男性も女性も一人の人間とし

て能力を発揮できる機会を確保すること。　
☆性で差別した慣行などにとらわれない：性別による固定的な役割分担意識にとらわれず、男女がさまざまな

活動を行うことができるよう、社会の制度や慣行のあり方を考えること。　
☆政策等の立案決定への共同参画：男女が、社会の対等な構成員として、いろいろな方針の決定に参画できる

機会を確保すること。　　
☆家庭生活とその他の活動の両立：家族を構成する男女が、互いに協力し、社会の支援を受け、家族の一員と

しての役割を果たしながら、仕事をしたり、学習したり、地域活動ができるようにすること。
☆国際社会の取組と連動した推進：男女共同参画の取組が、日本よりも進んでいる国が多くあることから、国

際社会における取組と連動して推進していくこと。
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町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

編

集

後

記

　

毎
年
春
に
な
る
と
悩
ま
さ
れ

る
ア
レ
。
花
粉
で
す
。
私
は
ス

ギ
花
粉
に
反
応
す
る
の
で
、
２

月
の
後
半
あ
た
り
に
な
る
と
鼻

が
ム
ズ
ム
ズ
し
だ
す
の
で
す
が
、

今
年
は
早
め
に
医
者
に
行
って
薬

を
処
方
し
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か

乗
り
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
編
集
後
記
が
載
る
５
月

ご
ろ
に
な
れ
ば
、
ス
ギ
の
花
粉
症

の
時
期
は
過
ぎ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
か
ら
春
が
来
る
度

に
こ
う
し
て
悩
ま
さ
れ
る
の
か

と
思
う
と
憂
う
つ
に
な
り
ま
す
。

　

花
粉
症
に
効
く
何
か
良
い
も

の
を
知
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
し
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

【５月の納税等】
・軽自動車税全期

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

16, 894(－�22）
 8,312(－ 17）
 8,582(－ 5）
 7,003(－ 5）

４月１日現在

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

　 ひばりくん防犯メールへ登録を！
　茨城県警察による犯罪等の情報発信メールです。
登録無料（通信料は自己負担）です。
　登録方法：次のアドレス
add@mail1.police.pref.ibaraki.jp または、
ＱＲコードをバーコードリーダーで読み
込み、空メールを送信し、返信メールに
従って手続きしてください。
取手警察署　℡０２９７－７７－０１１０

　

利
根
町
生
涯
学
習
推
進
本

部
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に｢
音
の
ま
ち
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｅ｣

推
進
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
を

英
語
読
み
し
ま

す
と
ト
ー
ン
と

な
り
、
ト
ー
ン

は
音
・
音
色
・

響
き
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
も

と
に
し
た
生
涯
学
習
事
業
で

す
。

　

次
の
と
お
り
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
４
日（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

▽
場
所　

利
根
町
役
場　

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
主
催　

利
根
町
生
涯
学
習

推
進
本
部
・
音
の
ま
ち
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
推
進
委
員
会

▽
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
利
根
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
68

－

３
２
６
３

第
18
回

音
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

平成28年経済センサス－活動調査を実施します
～日本経済の未来は、あなたの調査票から～

●平成 28 年６月に実施する経済センサス－活動調査は、全国すべての事業所・企業を対象に、全産業分野
について売上（収入）金額や費用などの経理項目を同一時点で網羅的に把握する我が国唯一の調査です。

●調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性化などの地域行政のため
の基礎資料として利活用されます。

●支社などがない事業所には、調査員が直接伺い、調査票をお配りします。
●支社などがある企業等には、国が本社などに傘下の支社分の調査票をまとめて郵送します。
●調査票は平成 28 年５月末までにお届けします。ぜひ、インターネットでご回答ください。

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村
経済センサス－活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.e-census2016.stat.go.jp/

経済センサス2016 検 索
平成28年
６月１日

◆調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

経済センサスキャラクター


